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　水銀を多く含む石炭燃料を火力発電所で利用すると、水銀が大気に放出される。この大気中の水銀は
広域に環境汚染を引き起こす。その削減に向けた取組は世界的に重要な課題となっており、UNEP （国
連環境計画）は途上国への技術支援等を進めている。米国は、大気中へ放出された水銀の削減を目的と
する大気浄化水銀規則を2005年に制定し、低コストで高効率な水銀捕捉技術の開発を進めている。
2006年 10月には、ガス酸化剤を利用する方法により、これまで既存の大気汚染防止装置では捕捉で
きなかった水銀蒸気をも容易に捕捉できる技術を開発した。現在、日本では水銀含有量の少ない良質な
石炭を利用しているが、将来、水銀含有量の多い石炭燃料を使用せざるを得なくなる可能性も否めない。
我が国においても、水銀捕捉技術の開発をより積極的に行ない、さらに世界的な環境問題の解決に向けて
展開していくことが望まれる。
トピックス3　石炭火力発電所から放出される水銀の抑制に向けた開発
　石炭は現在の世界の一次エネルギー供給の約３
割を占める重要なエネルギー源である。石炭燃料
の中には水銀を多く含むものがあり、それらを石
炭火力発電所で利用した場合、水銀が大気中に放
出され、その水銀は長い時間をかけて地球中を漂
流する。そして、降雨等に伴って着地した水銀は、
微生物の働きで、強力な神経毒性を有するメチル
水銀に変化する。メチル水銀は脂質に溶けるため、
メチル水銀を取り込んだプランクトンから小魚へ、
そして大きな魚へと食物連鎖を通して濃縮される。
その結果、人が食用とする魚介類に高濃度のメチ
ル水銀が蓄積しうることが指摘されている。
　大気中に放出された水銀は広域に影響を及ぼす
ため、国際的に取り組むべき環境問題のひとつで
ある。UNEP（国連環境計画）では 2001 年より、
地球規模での水銀汚染の防止に向けた活動である
「水銀プログラム」を開始しており、その中で、大
気へ排出される水銀の最大原因である石炭火力発
電所からの排出量低減に向けて、途上国への技術
支援等の取組を進めている。
　中国の石炭火力発電所からは100（t / 年）もの水
銀が大気中へ放出され、米国からも 48（t / 年）が
排出されている。一方、日本からの排出量は 0.64
（t / 年）と、非常に少ない。これは、水銀含有量の
少ない良質の石炭を使用していることが大きな要
因である。また、排ガス中の酸化水銀も除去でき
る大気汚染防止装置（集じん装置や湿式脱硫装置
等）も普及している。しかし、近年の途上国の石
炭需要の増加（例えば、中国の石炭消費量は 20億
t / 年、6,000 万 tを輸入）に伴い、世界的に良質な
石炭燃料の不足が懸念され、日本も将来は水銀含
有量の多い石炭利用を強いられる可能性もある。
　米国では、石炭火力発電所から排出される水銀
の削減を目的とする、大気浄化水銀規則（Clean 
Air Mercury Rule）が 2005 年に制定された。この
計画では、2018 年に石炭火力発電所からの水銀排
出量を2005年時点から70％削減しようとしている。
そこで、米国では、低コストで高効率な水銀捕捉
技術の開発が進められている。2006 年 10 月には、
ローレンスバークレー国立研究所環境エネルギー
技術部門のShih Ger Changらのグループは、既存
の大気汚染防止装置を利用して水銀を容易に捕捉
できる技術を開発したことを発表した。
　水銀を含む石炭を燃焼させた場合、排ガス中に
は水銀蒸気や酸化水銀が含まれる。粒子に付着し
やすく水溶性の酸化水銀は、既存の集じん装置や
湿式脱硫装置等の大気汚染防止装置でも捕捉でき
る。一方、水に対して不溶性の水銀蒸気は、既存
設備だけでは捕捉することができず、そのまま大
気に放出される。Chang らはこの問題に対して、
水銀蒸気を酸化することのできるハロゲンを含む
ガス酸化剤を排ガス中に吹き込む手法を用いた。
ガス酸化剤は、水銀蒸気を酸化水銀に変換すると
ともに、石炭の未燃焼炭素を含むフライアッシュ
（飛灰）にも吸着されて、フライアッシュ表面で水
銀蒸気を酸化して付着させる。水溶性の酸化水銀
や酸化水銀を付着したフライアッシュは、既存の
集じん装置や湿式脱硫装置でも捕捉できる。
　水銀は世界中を漂流する国境を越える問題であ
り、また、日本が将来、水銀含有量の多い石炭燃
料を使用せざるを得ない状況になる可能性も否め
ない。我が国においても、今後、このような水銀
捕捉技術の開発をより積極的に行うことが望まれ
る。世界的な水銀問題の解決に向けて日本発の技
術を展開していくことが望まれる。
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